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表２　平成 30 年度　出展イベント ※（）内は主催団体

開催日 出展イベント名 乗車人数

７/21
（土）

中野島音楽祭
（中野島商店街）

約250[人]

８/25
（土）

平間銀座サマーフェスタ
（平間商店街）

約250[人]

10/ ８
（月）祝

市バス　安全 ・安心フェスタ
（川崎市交通局）

約700[人]

10/20
（土）

多摩区民祭
（多摩区役所）

約500[人]

10/28
（日）

川工祭
（県立川崎工科高校）

約150[人]

２/17
（日）

川崎駅北口開業１周年記念
（川崎市 ・ JR ・ アトレ）

約250[人]

合計 約2,100 [人]

表３　令和元年度　出展イベント ※（）内は主催団体

開催日 出展イベント名 乗車人数

８/24
（土）

平間銀座サマーフェスタ
（平間商店街）

約300[人]

９/22
（日）

動物愛護フェア
（川崎市健康福祉課）

約270[人]

10/19
（土）

多摩区民祭
（多摩区役所）

約400[人]

11/30
（土）

手をつなぐフェスティバル
（川崎市障害福祉課）

約500[人]

合計 約1,470 [人]
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はじめにはじめに

　2020（令和２）年、全世界が新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）による大きな影響を受けました。

県立川崎図書館（以下当館とする）でもこれまでど

おりの運営を続けることはできず、様々な対応を講

じてきました。未だに収束が見えないこのコロナ禍

ですが、ここまでの当館の取組みを振り返りたいと

思います。

　なお、新型コロナウイルス感染症への対応という

観点から、2019（令和元）年度の内容も一部含みます。

記事の内容は全て 2021 年１月現在のものです。

2020 年２月2020 年２月

２月 19 日

「新型コロナウイルス県内感染のまん延防止に係る

県の取組方針」を踏まえ、当館が予定していた下記

の催事の中止または延期が決定した。

・　 ２月 26 日「ものづくりギャラリー展示関連イ

ベント　職業技術校の工作教室　～メイド・イ

ン・ジャパンの技を体験しよう～」

・　 ２月 28 日「社史編纂サポートセミナー（社史

ができるまで講演会 35 回）『東京書籍 110 年の

あゆみ』ができるまで」

・　 ３月 14 日「図書館で学ぶ知的財産講座―弁理

士と共に学ぶ初心者向け知財―」の第１回「商

標権と意匠権ってどんな権利？―井村屋のアイ

スクリーム『やわもち』で分析します―」

・　 ３月 18 日「ものづくりカフェ　はかるって何？ 

―計量の基準と計量検定所の仕事と生活―」

・　 ３月 21 日「講演会・企業の足跡を知る 第４回　

鈴廣の歴史と受け継がれてきた伝統技術」

2020 年３月2020 年３月

３月４日

サービスの一部停止を開始した。

利用者の閲覧室への入室を停止し、図書館入口に仮

設カウンターを設け、予約資料及び視聴覚資料の受

取り・返却のサービスを提供した。図書館カードや

図書の受渡しにはトレイを使用した。

電話やインターネットによる調査相談（レファレン

ス）、郵送貸出、郵送複写、郵送登録、他館との相

互貸借、行政支援のサービスは通常通り行った。

３月 12 日

仮設カウンターでの利用登録の受付を開始した。

また、館内で行っていた展示を「Web で紹介　ミニ

展示：環境に優しい『新素材』」として HP で公開した。

以後、様々なコンテンツを HP で公開していく。

３月 16 日～３月末

３月 15 日までとしていたサービスの一部停止を延

長した。

2020 年４月2020 年４月

４月１日

３月末までの予定としていたサービスの一部停止

を、当分の間延長した。

仮設カウンター

図書館カードや資料の受渡し用トレイ
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４月７日

「Web で紹介　県立川崎のこんな本『数学の難問』」

と題し、閲覧室内で行っていた展示をHPで公開した。

４月８日

サービスの一部停止が８月 31 日まで継続となった。

４月 12 日～５月６日

新型インフルエンザ対策特別措置法に基づく「緊急

事態宣言」を踏まえ、神奈川県実施方針が改訂され

たことから、臨時休館した。仮設カウンターでのサー

ビスも停止した。

この間、お問い合わせフォーム・FAX・文書でのレファ

レンス、郵送複写、郵送貸出、郵送登録等のサービ

スを提供した。

貸出中資料の返却期限・予約資料の取置き期限は一

律で５月 18 日までとした。

臨時休館の掲示

また、この臨時休館期間中に職員は一部テレワーク

業務を行った。業務内容としては所蔵雑誌の利用状

況調査、所蔵資料から選択した「おすすめ本」の紹

介文の執筆、国立国会図書館が提供する遠隔研修の

受講等を行った。

４月 28 日

HP で「Web で紹介　ものづくりギャラリー展示『東

京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会』

と建築」、「ミニレクチャーで使用した電子ジャーナ

ル・データベース一覧」を公開した。

また、県立社会教育施設６館が、それぞれの Web コ

ンテンツを集約した共同企画「おうちでミュージア

ム＆ライブラリー」を、県教育委員会のHPで公開した。

当館は「すごい社史」＆「社楽」、「Web 版　県立川

崎図書館ものづくりギャラリー展示」を発信した。

「おうちでミュージアム＆ライブラリー」のロゴ

2020 年５月2020 年５月

５月７日

「特措法に基づく緊急事態措置に係る神奈川県実施

方針」を踏まえ、臨時休館を５月 31 日まで延長す

ることとなった。

貸出中資料の返却期限・予約資料の取置き期限は一

律で６月 15 日までとした。

５月 27 日

仮設カウンターでのサービスを再開した。予約図書

及び視聴覚資料の受取り・返却、電話等による検索・

調査相談、郵送貸出、郵送複写サービスを提供した。

2020 年６月2020 年６月

６月９日

新型コロナウイルス感染症拡大予防対策マニュアル

に基づき、万全な拡大予防策を講じる観点から、一

定の条件の下で再開館した。

・　館内ではマスクを着用していただく。

・　入館人数を 80 人までと制限した。

・　１日あたり概ね２時間以内の利用をお願いした。

・　書庫内資料の利用申込みは 18 時までとした。

・　 館内随所に「感染症拡大防止のためのお願い」

等の貼り紙を掲示した。

「新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い」
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・　座席の間隔をあけた。

総合カウンター前閲覧席

カンファレンスルーム

・　入館者全員に非接触体温計による検温を行う。

非接触体温計による検温

・　館内随所に手指消毒用のアルコールを設置した。

手指消毒用アルコール

・　 座席で閲覧された資料は書架に戻さず、返却台

に戻していただくこととした。

館内随所に用意した返却台

・　カウンターにアクリル板を設置した。

・　 利用者同士が距離を保つ目安になるよう床に

テープを貼った。

総合カウンター
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2020 年７月2020 年７月

７月 22 日

HP で「こんなところに科学者」を公開した。映画や

アニメ等のフィクション作品の中に現れる科学者や

その業績・発明品等を紹介している。

2020 年９月2020 年９月

９月１日

館報「ものづくり文化」のバックナンバーを HP で

公開した。

９月４日

「知財総合支援相談」を再開した。以後、「知的財産

相談」（９月 11 日～）、「創業・経営相談」（９月 12

日～）も再開した。

９月 10 日

神奈川新聞で当館職員が執筆する連載「サイエンス

を読む　県立川崎図書館から」を開始した。11 月

19 日まで毎週木曜日に全 11 回掲載した。掲載記事

と併せて関連資料の展示も行った。

新聞連載関連展示

９月 11 日

ものづくりギャラリー展示「分身ロボット OriHime　

～距離や障害を乗り越えるテクノロジー～」を開始し

た。10月 10日から17日まで「分身ロボットOriHime」

の実機を展示し、10月 12日から 17日の間に４日間、

実際に操作できるデモンストレーションを行った。

９月 24 日

「企業関係者と弁理士の知財研究会」の第１回を会場

受講・Zoom によるオンライン受講の併用で開催した。

９月 29 日

当館の司書が講師をつとめ、電子ジャーナルの使い

方について実習形式でレクチャーを行う「ミニレク

チャー」を再開した。

2020 年 10 月2020 年 10 月

10 月３日

大人の理科教室「光を分解 !! レインボーカラーを

つくろう」を開催した。例年より参加者数を制限し、

講師のフェイスシールド着用等の対策を講じた。

10 月５日

「文字・活字文化の日記念展示」として、理化学研

究所と編集工学研究所が提供する「科学道 100 冊」

の展示を開始した。

「科学道 100 冊」の展示

10 月 13 日

資料の除菌機を設置した。資料の表面についた雑菌

を紫外線ランプで消毒することができる。

カウンター横に設置した除菌機

10 月 17 日

３月に開催予定だった「図書館で学ぶ知的財産講座―

弁理士と共に学ぶ初心者向け知財―」の第１回「商

標権と意匠権ってどんな権利？―『コカ・コーラの瓶』
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を例に一緒に考えていただきます―」を開催した。

2020 年 11 月2020 年 11 月

11 月 17 日

資料の調べ方講座「県立川崎図書館の使い方～デー

タベースを中心に～」を Zoom によるオンライン受

講を中心に開催した。

11 月 21 日

ワークショップ「『科学の本を選んでみよう』～科学

道 100 冊から広がる科学の本の選び方・楽しみ方～」

を開催した。

ワークショップ「科学の本を選んでみよう」

11 月 26 日

「企業関係者と弁理士の知財研究会」の第２回を会場

受講・Zoom によるオンライン受講の併用で開催した。

2020 年 12 月2020 年 12 月

12 月８日

KISTEC・KSP・川崎図書館で共催する令和２年度

KISTEC 知財セミナー第８回「意匠登録のための手続

き実務　～出願から登録まで～」を開催した。

12 月 11 日

ものづくりギャラリー展示「県立川崎図書館の本で

作ってみよう」を開始した。

12 月 19 日

「図書館で学ぶ知的財産講座―弁理士と共に学ぶ初

心者向け知財―」の第２回「弁理士と共に学ぶ＆学

び直す特許・実用新案」を開催した。

2021 年１月2021 年１月

１月５日

入館者の体温を測定するためのサーマルカメラを設

置した。

サーマルカメラ

１月 12 日

国の「緊急事態宣言」を受けた「特措法に基づく緊

急事態措置に係る神奈川県実施方針」を踏まえ、平

日の閉館時間を30分早め、午後７時までに変更した。

また、「緊急事態宣言」発令中の講座・イベントに

ついては、オンライン対応以外のものについては、

原則として中止とすることとした。

１月 13 日

資料の調べ方講座「特許・商標の検索方法」を

Teams でオンライン開催した。

おわりにおわりに

　全職員がこれまで経験したことのない、未知の敵

と戦い続けた１年となりました。先が見えない状況

のなか、利用者と職員の安全を守りながら図書館を

運営することは非常に困難でしたが、職員一同、知

恵を出し合い最善を尽くしてきました。

　改めて、コロナ禍での図書館運営にご理解・ご協

力いただいた皆様に感謝いたします。

展示の様子
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＜県立川崎図書館から＞
　　記録写真の紹介

青雲文庫（せいうんぶんこ）は今から50年前の1970年に巡回を開始した、当館の

移動図書館車です。県内の工場や会社の寮に出向いて、勤労青少年を対象に図書

の貸出を行いました。

市町立図書館の整備が進み、県の先導的役割が達成されたとして1984年に廃止さ

れるまでサービスを提供し、好評を得ました。

青雲文庫
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